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本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（111111 月月月 222888 日日日）））   

がん予防推進委員会 楠部 滋 委員 

「がん と がん検診」 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（111222 月月月 555 日日日）））   

日本政策金融公庫 尾道支店長 橋本 恒己 様 

「最近の経済・金融情勢」 

第１１３２回 ２０１８年１１月１４日 例会記録 

点  鐘 澤井会長 

国歌斉唱  ロータリーソング「四つのテスト」   

出 席 報 告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(11/14) 

29 

1 

22 

1 

1 5 

1 

82.14 

 

メイク 灰谷 

前々回 

(10/31) 

28 

1 

15 

1 

5 6 

2 

76.92 

メイク 河井、重森、武野、楠部、乗越 

食 事 時 間 

 

 

 

 

 

 

 入 会 式 

小畠勘次(おばた かんじ)さん 

 

(株)エムセック 代表取締役 

三原市城町 1-125 

 

元会員 

(2002.7.3～2011.1.31在籍) 

 

本日はありがとうございます。再入会させて頂きま

す。皆様のご指導ご鞭撻により次の入会がないように

していきたいと思いますのでどうぞよろしくお願いい

たします。久しぶりに来ると、例会場が結構遠く、沼

田川が広くなったと感じました。(豪雨災害後の整備の関係) 

  今回の入会につきましては、川本さんと鶴田幸彦さ

んとお話させて頂く機会の中で、ロータリーに救われ

てみんな頑張って働いているという良い話をお聴きし

また入会させていただく事となりました。 

もうすぐ 63歳、息子たちに事業継承もほぼ済み、

時間に余裕が出来、新しい事をいろいろ始めたいと思

っています。今回ロー

タリーの中で活動をさ

せて頂く中で、４つの

テストの４番目みんな

の為になるかどうかと

いう形でビジネスをし

ていきたいと思ってい

ますので改めてよろし

くお願いいたします。 



還 暦 御 祝 

大下知男さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 時 間 

12月 22日に年次総会を開催

する予定になっておりますが、

クラブ細則で年次総会の１ヶ月

前に年次総会の議長（会長）は、

次年度役員候補者の使命を求め

ることとなっております。 

候補者選定には２つの方法が

あり、若干の元会長と理事、役員で構成する指名委

員会で推薦する方法と、出席者全員で推薦した方に

承諾を得る方法があります。 

例年は、指名委員会で推薦する方法で行っており

ますが、今年度も同じ様に指名委員会で推薦する方

法とさせていただいてもよろしいでしょうか。 

全員一致の拍手で承認 

理事会が指名委員会になりますので、12月の理事

会で上程の承認を受け、年次総会にて皆さんのご審

議を賜りたいと思いますので、どうぞ宜しくお願い

致します。 

11月 3日・4日両日のチ

ャリティバザー大変ご苦労

様でした。売上金約１０万

円で、堀内先生には陰なが

らお世話になりました。毎

年ですが、総合技術高校の

生徒さんの手伝いも大変助かりました。 

11月 11日に因島 RC50周年に鶴田幹事と共に出席さ

せていただきました。因島 RCは最高 50名くらいのク

ラブだったそうですが、時代の流れで、現在は 20名

のメンバーです。大変素晴らしい式典でした。 

 

 

 

 

 

 

「雨のち曇り、そして晴れ」 

           重森寛行様の自伝 

(94歳・平成 19年 10月出版) 

           (著書 重森佳代子さん) 

 

重森寛行様は H20.5.7(95歳) 

卓話をされています。 

 

本の内容を少しだけご紹介します。 

・大正元年生れ（1912年）私と約 40年の違い 

・7歳の時、父親が亡くなり、葬式の時別れの言葉を 

読み上げた 

・8歳の時、祖父が亡くなり、一家の長となる 

・小 5の時、牛で田を鋤（す）き始め、中学卒業まで 

家事、農作業、勉強だけ 

・20歳の時、貿易の商売を始める、最初はうまくいく

も失敗 

・23歳の時、結婚、24歳で召集令状(昭和 12年） 

・中国での戦場、死の恐怖 

・一旦帰国も昭和 20年ふたたび召集令状、広島市へ 

  8月 6日原爆、広島の比治山の裏側にいた為命拾い 

・昭和 22年(34歳）木材業 365日休みなく働く 

・昭和 25年(37歳）三女佳代子誕生 

・佳代子１歳半の時池に落ちる 半日生死をさまよう 

・昭和 30年 42歳 豊栄町会議員  

「町のため」をモットーに働く 

・昭和 45年(57歳）町長 

  「雇用の確保と兼業農家の育成」  １０の企業誘致 

 政治家に最も求められるのは「国民へ奉仕する心」 

・71歳、勲 5等双光旭日章受章 

・90歳、会社を閉じる  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・90歳で引退後は 100歳まで草取りに精をだす 

 

・102歳 天寿を全う 

 

・教育行政について「教育の乱れは国の乱れ」である 

・教育とは手間暇かかるもの、忍耐強く子供たちを導

いていくことが必要 

・一方で、昨今のテレビは面白おかしく笑う気軽な番

組が多い。もっと心を育てていく番組が出来ないも

のか。 

 

清廉潔白な行動・志に脱帽です。 

生れた時が私達と 30年～50年しか違わないが、激動

の時代をたくましく生きてこられた。非常に感銘を受

けました。同じ境遇にはなりませんが、改めて人生を

考えるきっかけになればと思いご紹介しました。 

この親ありてこの子ありです。素晴らしい本を出版さ

れた重森佳代子先生にお礼申し上げます。 

 

幹 事 報 告 

《配 布 物》週報1130,1131号、卓話資料、 

      ロータリーの友11月号、ガバナー月信 

《回  覧》野球同好会練習試合・Xmas家族例会 

      新年例会・4クラブ合同例会出欠表  

     

卓 話 時 間 

 

 

広島県立三原高等学校 

校長 三次至和 様 

 

 

 

「22 世紀への架け橋 

～未来を担う教育を目指して～」 

 

三原高校について 

 三原高校は，昭和 24年４月 30日に当時の桜南高校，

明善高校，浮城高校が統合されて誕生しました。桜南

高校の前身の県立三原高等女学校の創立が最も古く，

大正９（1920）年です。そこから数えて平成 32（2020）

年に創立百周年を迎えます。 

地域の進学校として国内外に優秀な人材を輩出して

きた学校です。学力向上・進学指導に尽力し，平成 16

～20年度には国公立大合格が 90名を超えるという成

果も上げました。 

 

近年は，広島県教委が進める「学びの変革」に取り

組んでいます。最近の進学実績は次の通りです。 



 

生徒は，校訓「敬心愛知 堅志力行」の下，勉学や

部活動に励んでいます。卒業生が「三原高校に進学し

て良かったこと」として述べていることは，「地元の

高校であり，近いので勉強と部活動の両立ができる」

「生徒が行事を作り盛り上がる」「先生が丁寧に指導

してくれる」などです。 

みはら高校生議会について 

 三原市議会と三原青年会議所のご協力により昨年

実現した「みはら高校生議会」を紹介します。これは，

三原，三原東，総合技術，如水館の市内４高校から生

徒７名ずつが参加し，三原市活性化案を提案するとと

もに，他校に対し質問し応答する形で行われました。 

仁ノ岡市議会議長をはじめ現職の市議会議員の皆

様のご出席の下，実際の市議会のように議場で行って

いただきました。 

 三原高校は，生徒 200 人へのアンケート結果から，

「10年後三原市外に住みたい」が 73％，「市外に住ん

でも三原市に貢献したい」が 43％という結果を受け，

「郷土愛あふれる三原にするために，若者の三原愛を

育て，三原の魅力をもっと市民に伝えたい」と考えま

した。そのためにイベントなどで若者が三原を盛り上

げる「三原応援隊」を結成し，その支援や情報提供を

提案しました。 

三原東高校から，「高校生は忙しく余裕がないので

はないか」などの質問が出されました。それに対し，

部活動未加入者が 30％いる現実や三原を盛り上げる

意欲ある人で構成すれば大丈夫であることなどを応

えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような取組は，これからの三原市を支えるために

非常に重要です。 

三原には，三原高校よりも他地域の進学校に進学し

ようとする傾向が強いように思われます。三原高校も

魅力ある学校づくりを進め、ある程度成果はあげてい

ます。 

しかし，三原から出て行く生徒が後を絶ちません。

そこには，昔の総合選抜制が深くかかわっていると私

は考えています。三原の高校で三原の高校生に今「三

原愛」を育てなければ，三原は，今後支えを失ってし

まいます。そして，三原の落ち込みに拍車がかかり，

30年後，50年後には三原が悲惨な状態になっていない

とも限りません。どうか三原の子供が三原の高校へ進

学するように，皆様のお力添えをお願いいたします。 

22世紀への架け橋となる教育 

今の高校生は 22世紀には活躍していません。彼らの

次の世代が 22世紀を作って行きます。だから今の高校

生は，22世紀を作る人たちを作る人たち，言わば「22

世紀への架け橋となる人たち」なのだと私は考えます。

このことをしっかりと視野に入れ，彼らの教育に尽力

してまいります。三原の皆様と一緒になって、次世代

を担う若者を育てます。今後ともどうぞよろしくお願

いいたします。ご清聴ありがとうございました。 


